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　ｃ－89　色彩’青、Kついての研究( 2 )　一文献上の連想用語と調査との照合一

　　　　文化女大家政　○盛田真千子　鈴木正文　香川幸子　万江八重子

　　　　　　　　　　　　　飯塚弘子　下地一丸

　目的　色彩”青。にお･いて、文献上に現れた連想用語は、非常に種類が多く、その内容

意味も、多岐に渡っている。これらの連想用語は、色相、明度、彩度の三属性と、深くか

かわi) がi> ね、用いられる用語が違うのでは* いかと考え、調査によって、文献上の連想

用語と、実際の色との照合を試みた。

　方法　第1報の連想用語ft 、さらに意味の似ているものをまとめ、調査用語としては、

145語にしぼ!）、以下の条件で調査をしit 。　①被調査者：Ｂ大学短大部服装学科の1 i>

ラタ59名. ②｡調査用紙及び記入法：B4 １ 枚に. 145語を記入してかき、該当するものに.

いくつで% ○印をつける。別に自由記入の欄を設けたo ③提示色及び質：P.C.C. S システ

ムの18 Ｂ 、半艶T ート紙の９トーンを使用。④色の提示方法：Bzグレーのマーメード紙に

B4の色をは!）、１色ずつ提示する。⑤色刺激の時間：　８分間見せ、2分休憩する・

　結果　文献上に現れた用語は、いずれも、全部反IB があった。最高は50 %であったため、

基準･を20％のところにお･き、それ以上の反応を示した語について、考察をした。①語数の

最も多かったのは、ブラ-iトで31語、反応が最も少4かったのは. ダルの４語であった。

②各トーンごとに語数及び、種類が違い、そのことにI って、トーンの特徴がみられるo

③用語の面からみると、トー･y にX って、パー-t ントに高低があった。このことかb 、用

語は、明度、彩度と深くかかわ!) がある%のと考えられる。④自由記入の語が133語あ拓

２語以上i> っit ものは少忿かった。　このことは連想用語は、年齢、生活環境、時代、個人

の性格々どにi ）、変動があi> ことを示しているものと考えられる。
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　　　　　　一一上着ｔスメフートの組心ヽ也におげる色彩効果-

a本か大象眼　o±.野tt－秤　£見･隆子　田皿奥チ

目的　前轍で検鮮したツクt° - 又乙・う形胆の條傲を.考ｔして、今回rt上着と%カ~ I-

の^れt-れK, 異なる色彩を施した場かのイメーり効果£ Lまで)乙試みた・

　がま　前回作阪しfc シ)!/エーツトにつヽ･ヽて,イメージr^＼t＼して有iな介類基準^なっ

は, irしてスカート零因であった。えこでか回はこれらのンIレエ｡フトレこ右ヽ●て、上

警因ぱ一定乙レ　スカート季因にっいて前報同様､こ、A吹^一トヒッフ呻)2水牛、B

巾)3水牛、こ(スカート幻斗水李ごして, 2.×3 川-= 24体ｔレ　これに春を基色乙し

の砿か^を作っん｢｣二考一スカート)
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　しいvつてシ･レエー吋の組合也はバ糾バ= I糾体乙なり、これ.S につヽハて5対りイメ

―ジ甲諸を用ヽ･ヽ.これ乞被験章(す子学^ﾖ臨沁よってぎ段評価法で參之てi 5 いこれを軟

値ｲじし,iS]回同様クラスター発孝f広によって解荷し阪.
　締栗　今回のよ)に參を基色乙しｋニ,三の組合也T- は.今類の包警因は「形軋乙な') . 少

fしもイメーのこ有^ ･こ締L>'つく色彩塾因l3條iれりヽつた加、それでも午か^メ-爪

調和イメ一ジにっヽ･ヽてぼ.シノレX. -フトの中今親人おヽ・ヽて、色彩乞早回^したパターン分頼

を修てぃ6 .




